
 
  共愛学園高等学校「探究型インターンシップ 2026」実施要項 

〔生徒受け入れのお願い〕  

   共愛学園高等学校  

 

本校では、２年生の「総合的な探究の時間」において、生徒全員が個人の在り方生き方を考えながら、自

ら問いを立て、課題解決を行う探究活動が始まります。 

「総合的な探究の時間」では、生徒が自ら社会に出て社会課題に触れることで、「自分にできることは何

か」を探る個人探究を行い、自分にも「社会をより良くすることができる」と思える共愛生を育てること

を目指しています。 

その取組の一環として、本校では７月１０日（金）、１０月２７日（火）に２年生が「探究型インターン

シップ」を実施します。 

インターンシップでは、生徒が自ら訪問先の事業所等を見つけてアポイントをとり、生徒が事業所等で

「経営者インタビュー」や「社員インタビュー」、業務同行等を通して、自らの在り方生き方について考

えるとともに、「貴事業所等の２０４０年の未来の姿」について探究します。 

貴事業所等が高校生の「探究型インターンシップ」を受け入れることで、若者の新鮮な視点や発想を得る

ことや課題や価値を見直す機会となるとともに、社員の指導力や対話力の向上にもつながることで人材育

成にも寄与することが期待されます。さらに、将来の事業所等の採用につながる関係構築や地域・教育へ

の貢献による企業価値や信頼等の向上が期待できることも考えられ、近年ではご理解・ご協力をいただい

ている事業所等も増えてきているところです。 

インターンシップ後には「報告会（中間発表会）」を開催し、高校生の視点で「貴事業所の２０４０年の

未来の姿」を想像し、未来に向けたアイデアや提案を発信する予定です。「報告会」は貴事業所等の皆様

に公開する予定です。是非ご参加ください。 

若い世代ならではの視点が、貴事業所等の今後の運営や業務等の参考となれば幸いです。 

 

１．概   要 

⑴ 目   的：   生徒が社会を支えている事業所等を訪問し、今、社会では何が課題で、どんなことに取り

組み、どのようにそれらを解決しようとしているのかを自分の目で見て確かめることを通し

て、将来の自らの在り方生き方を考えるとともに、訪問した事業所等と地域社会の将来の可

能性について探究する。  

⑵  期  間： 2026 年  7 月 10 日(金)の１日間 

             10 月 27 日(火)の１日間 

⑶  時  間： 9:00 －17:00 ※時間帯等は各事業所等によって調整をお願いします。 

⑷  対  象： 共愛学園高校２年生全員３２７名 

⑸  人  数： １～４名程度  

⑹  費用負担：特になし。 ※各事業所等の負担は原則ありません。  

⑺  保  険： 生徒は学校指定の保険に加入しています。  

⑻  必要資料：インターンシップ受け入れ同意書 他  

⑼  その他 ： インターンシップ先までの交通手段は、主に自転車のほか、電車・バスなどの公共交通機

関を利用します。 

       訪問する生徒は、７月と１０月で異なることも想定されます。 

 



２．実施までのスケジュール   

 5 月中旬 受入企業等の調整 （※第 1 次締め切り 5 月 8 日（金）第 2 次締切り 5 月 25 日（月）） 

 6 月第１週 探究型インターンシップ先事業所等決定 

 6 月第２週 探究型インターンシップ参加生徒確定 

 6 月中旬 訪問生徒の確認、電話調整、および必要書類のご提出等  

※生徒から電話連絡をさせていただきます。 

※生徒からの希望がない場合、お世話にならない場合があります。 

 7 月 10 日（金）「探究型インターンシップ」当日 

8 月下旬 受入企業等の調整（※第 1 次締め切り 7 月 24（金）第 2 次締切り 8 月 24 日（月）） 

 8 月第 4 週 「探究型インターンシップ」校内ミニ発表会 

※校内各クラスにて 

 9 月第３週 探究型インターンシップ先事業所等決定 

 9 月第４週 探究型インターンシップ参加生徒確定 

※生徒から電話連絡をさせていただきます。 

※生徒からの希望がない場合、お世話にならない場合があります。 

10 月 27 日（火）「探究型インターンシップ」当日 

12 月 21 日（月）「インターンシップ報告会（探究中間発表会）」（１、２年生合同） 

    ＠共愛学園高等学校大礼拝堂・体育館（仮）  

※貴事業所等の皆様に公開する予定ですので、是非ご参加ください。 

３．「探究型インターンシップ」を通して探究してほしいこと   

たとえば次の内容が想定されます。  

⑴ 経営者インタビュー 

 ① 事業開始のきっかけ  

 ② これまでの事業の業績、推移  

 ③ 事業を通じた社会貢献 

 ④ これからの社会の見通しと事業ビジョン 

 ⑤ 業務内容のこれからの可能性 

 ⑥ 働きがいなど  
⑵ 社員インタビュー 

 ① なぜこの仕事を選択したか 

 ② 業務の内容とこれまでの経歴 

 ③ 事業と社会との接点 

 ④ 仕事のこれからの可能性 

 ⑤ 働きがい  

⑶ 就業体験（業務同行） 

 ・担当社員と業務における内容を共有する。 

⑷ 振り返りの時間 

 ① 1 日を振り返って（生徒が自ら振り返る時間を設けてください。）  

 ② 質疑・応答 

 ③ 座談会など 

 



  「探究型インターンシップ」プログラム例 
  2026 年  7 月 10 日（金） 
  2026 年 10 月 27 日（火） 

  ※日程については、各事業所等のご都合に合わせて変更可能です。 

 

担当： 探究科主任           教諭  添田 香織  

E-mail：soeda@h.kyoai.ac.jp 

DX ハイスクール推進ディレクター 

(共愛学園前橋国際大学 教授) 丸橋   覚  

E-mail：marubashi@c.kyoai.ac.jp 

TEL ：027-267-1000（共愛学園高等学校）  
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